
【
教
区
重
点
課
題
学
習
会
レ
ポ
ー
ト
】 

「
非
核
非
戦
に
込
め
ら
れ
た
願
い
ー
真
宗
門
徒
と
し
て
ど
う
向
き
合
う
の
か
ー
」 

 

二
〇
二
一
年
度
教
区
重
点
課
題

学
習
会
が
二
〇
二
二
年
四
月
十
四

日
（
木
）
に
広
島
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
開
催
前
日
ま
で
の
夏
日
か

ら
一
転
、
台
風
一
号
の
到
来
に
よ

っ
て
肌
寒
い
雨
の
一
日
と
な
り
ま

し
た
が
、
午
前
中
は
教
区
同
朋
会

館
（
広
島
）
で
の
玉
光
順
正
先
生
の
熱
い
ご
講
義
を
聴
聞
し
、

午
後
か
ら
は
広
島
平
和
記
念
資
料
館
お
よ
び
袋
町
小
学
校
平
和

資
料
館
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼

平
和
祈
念
館
で
は
被
爆
体
験
伝
承
者
の
方
の
お
話
し
を
伺
う
と

い
う
貴
重
な
ご
縁
を
頂
戴
し
て
参
り
ま
し
た
。 

広
島
で
の
学
習
会
を
終
え
て
以
来
、
今
回
の
テ
ー
マ
の
「―

真
宗
門
徒
と
し
て
ど
う
向
き
合
う
の
か
ー
」
と
い
う
こ
と
を
ず

っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
、
主
語
が
「
真
宗

門
徒
」
で
あ
る
の
な
ら
ば
、「
た
だ
念
仏
し
て
」
と
い
う
こ
と
に

つ
き
る
の
で
は
と
思
い
は
じ
め
ま
し
た
。「
念
仏
」
と
は
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
声
に
出
し
て
言
う
こ
と
で
す
。「
阿
弥
陀
さ
ん
の

願
う
自
由
と
平
等
と
平
和
の
国
に
賛
成
で
す
」
と
自
分
に
も
人

に
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
表
明
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、

そ
の
表
明
は
、
私
が
願
う
よ
り
も
先

に
、「
誰
も
殺
し
て
は
な
ら
な
い
・
殺

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
私
こ
そ

が
す
で
に
願
わ
れ
て
い
た
の
だ
と
、

そ
の
身
の
事
実
に
頭
が
下
が
る
と
い

う
こ
と
が
私
の
身
に
起
き
て
は
じ
め

て
成
り
立
つ
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

か
つ
て
、
大
谷
専
修
学
院
の
哲
学
の

授
業
に
お
い
て
『
「
殺
り
く
と
差
別
の

な
い
国
が
い
い
で
す
」「
そ
れ
っ
て
い
い

で
す
ね
」
と
表
明
し
よ
う
！
』
と
菱
木
政

晴
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
言
葉
の
意

味
が
よ
う
や
く
胸
に
落
ち
た
思
い
で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
ご
く
最
近
、
自
坊
の
近
隣

の
サ
ー
キ
ッ
ト
場
で
自
衛
隊
機
Ｆ―

２

戦
闘
機
三
機
に
よ
る
ウ
エ
ル
カ
ム
フ
ラ

イ
ト
が
あ
っ
た
の
で
す
。「
当
日
は
周
辺

で
大
き
な
音
が
し
ま
す
」
云
々
と
市
民
放

送
が
流
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
数

日
前
に
も
美
作
上
空
を
戦
闘
機
が
飛
ん
だ
の
で
す
。
過
去
に
聞

い
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
す
さ
ま
じ
い
轟
音
が
近
づ
い
て
き
た

の
に
び
っ
く
り
し
て
外
へ
出
る
と
、
上
空
を
一
機
の
戦
闘
機
が

飛
ん
で
い
く
の
が
見
え
ま
し
た
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ス
ト
フ

ラ
イ
ト
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
目
の
前
で

起
き
た
異
様
な
光
景
に
全
身
の
筋
肉
が
緊
張
し
て
、
背
筋
が
凍

り
つ
く
よ
う
な
恐
怖
を
覚
え
ま
し
た
。
玉
光
先
生
が
ご
講
義
の

冒
頭
に
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
「
戦
争
を
知
っ
て
い
る
世
代
が
政

治
の
中
枢
に
い
る
う
ち
は
心
配
な
い
。
平
和
に
つ
い
て
議
論
す

る
必
要
も
な
い
。
だ
が
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
政
治
の
中

枢
に
な
っ
た
と
き
は
と
て
も
危
な
い
。（
田
中 

角
栄
）」
と
い
う

お
言
葉
が
響
い
て
止
み
ま
せ
ん
。 

あ
ら
た
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
問
題
は
ど
こ
か
遠
く
の
誰

か
の
話
な
ど
で
は
決
し
て
な
く
、「
私
自
身
の
問
題
」
に
他
な
ら

な
い
の
だ
と
戴
き
直
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
度
の
広
島

の
学
習
会
を
通
し
て
頂
戴
し
た
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
課
題
を

丁
寧
に
整
理
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
社
会
問
題
部
門 

房
常 

晶 
[

美
作
組 

本
教
寺]  

） 
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2022年 

６月号 



２ ０ ２ ２ （令和４ ）年 ６月 教 区 行 事 予 定 
日・曜日 教 区 行 事 貸館・別院・組・その他行事 

１日(水)  赤穂別院同朋の集い14 

保護司会役員会15（貸/会議室） 

２日(木)  第３組団参委員会15（貸/会議室） 

３日(金)  第4組女性同朋会役員引継13:30（貸/会議室） 

４日(土)  赤穂組同朋の会推進講座事前学習・反省会14 

（ハーモニーホール） 

５日(日)  船場御坊楽市9/広島別院定例法話14 

６日(月) 教区改編地方協議会（14:00/土佐別院）  

８日(水)  コールサンガ13（貸/講堂） 

11日(土)  教区同朋の集い13（貸/講堂） 

赤穂組同朋の会推進講座後期教習～6/13 

12日(日)  先門首御逮夜13/船場別院定例法話 

13日(月)  先門首晨朝兼日中8/第3組臨時組会14（貸/講堂） 

14日(火)  児連総会15（貸/総会所） 

15日(水) 教区改編委員会（13:30/講堂）  

16日(木) 教区同朋会館運営委員会（13:30/講堂） 

教区慶讃事業委員会本部会（15:00/講堂） 

 

17日(金) 教化推進本部会議（13:30/講堂）  

18日(土) 聞法伝道塾③(講堂）～6/19  

20日(月)  教区准堂衆会総会14（貸/講堂） 

21日(火) 長島愛生園交流会（13:15/愛生園お寺）  

22日(水) 真宗学院入学式・運営委員会（15:00/講堂）  

23日(木)  坊守会基礎講座13:15（貸/講堂） 

広島別院真宗の仏事入門講座13:30 

24日(金) 教区教化委員会総会（13:30/講堂） 

聞法伝道塾運営委員会（16:00/講堂） 

蓮如上人御逮夜13/本徳寺清掃13:30（第4組） 

第4組同朋総会14:30（貸/総会所） 

25日(土)  蓮如上人晨朝兼日中8/なむの会10（貸/講堂） 

Fブロック同朋大会12:30（安芸高田市民文化センター） 

第4組同朋大会13:30（貸/本堂、講堂、和室） 

27日(月)  宗祖聖人御逮夜13/船場別院定例法話 

28日(火)  宗祖聖人御命日 

30日(木)  仏青総会14（貸/講堂） 

※行事予定の期日のみ記載いたしております。 

 

 

 

真宗大谷派（東本願寺）山陽教務所 

〒670-0044 兵庫県姫路市地内町 1 番地   
TEL：079-292-3690  FAX：079-292-1747 

Mail：sanyo@higashihonganji.or.jp  
教区 HP：http://www.sanyo-kyoku.jp 

山陽教区 検索 

山陽教区のホームページから研修会などのチラシや 

各種申請書類等をダウンロードできます！ 



宗務所・教務所からのお知らせ 

◆２０２２年度当初諸会議日程について（予告） 

詳細は対象者に対し後日通知いたしますので、ご予定くださいますようお願いいたします。 

月 日 曜 会議内容 開始時間 

７月 

７日 木 査定委員会 午後２時 

１２日 火 
教区会参事会・ 

教区門徒会常任委員会 合同会 
午後１時３０分 

２０日 水 教区会 午後１時 

２１日 木 教区門徒会 午後１時 

２９日 金 
教区門徒戸数調査委員会 

正副組長会・組教化委員長会議 

午後１時 

午後２時３０分 

 

◆教務所出版頒布に関するお知らせ 

２０２２年７月１日より教務所での頒布取り扱い書籍が、「新刊書」及び「勤行本・聖典」のみとなります。 

なお、ご寺院への直送や教務所への取り寄せは従来通りお取り扱いいたしますので、教務所までお問い合

わせください。 

 

◆儀式研修会（帰敬式受式伝達講習会）レポート 

去る４月１９日（火）山陽教区同朋会館（姫路）にて坂谷学称氏（本廟部堂衆）を講師に迎え儀式研修

会（帰敬式受式伝達講習会）が遠近各地より２８名の参加者のもと開催された。本来であれば昨年の４月

に実施予定であったが新型コロナウイルス感染予防の為延期とし、１年越しの開催であった。 

この事業は教区内寺院において帰敬式が執行されることを願い、一人でも多

くの方に法名をいただいてもらい真宗門徒としての新たな人生をスタートし

てくださる方が誕生することを目標として、具体的に帰敬式とはどのように行

うのかを座学と実践の二部構成で学ぶ研修会として開催された。 

はじめに座学では、講師より帰敬式の意義、帰依三宝、法名の意義の３つの

視座よりお話しいただいた。帰敬とは帰依恭敬、帰依敬礼の意であり剃刀をあ

てることをもって貧瞋痴の三毒を落とす儀式のかたちを受けることで仏道のスタートラインに立つこと

を意味する。また、帰依三宝は仏（釈尊）が説きたもうた法（阿弥陀如来）をともに聞いていく仲間とし

ての僧を依所とするという。また、法名とはただただ名号のいわれ（法）を聞いていくものの名前である

ことから、授戒の名である戒名を用いないことを学ばせていただいた。 

続いて実践では本徳寺本堂に場所を移し事前にお願いしていた

４人の方に執行者と掛役になっていただき、講師の指導のもと実

際に衣体を整えて帰敬式の一連の流れを２度行い、それぞれの役

割と作法や動きを学ばせていただいた。 

その後、質疑応答を行い研修会を終えた。先に記した通り本事

業は、各寺院において帰敬式が行われることを願いとされている

が実際は未実施の寺院が多いことから開かれた講座である。これ

を機縁として一ヶ寺でも多く帰敬式が執行されることを願う。 

（教学・研修部門 後藤 功〔赤穂組西教寺〕） 



 

◆本山宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要参拝案内 

このたび、２０２３年３月２５日から本山にて厳修されます標記慶讃法要において、山陽教区に割り当て

られております団体参拝席について、若干の余りがございます。 

一人でも多くの方に慶讃法要に出遇っていただくことを願い、個人・団体を対象に教区割り当て参拝席の

申し込みを受け付けいたします。同封のご案内をお読みいただき、ぜひご参拝ください。 

なお、本参拝は、お申し込みいただきました個人・団体の方に各自お参りいただくもので、引率等は行い

ません。 

 

教区・組・別院・諸教化団体の研修会等のご案内 

新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、開催の延期、中止または開催形態の変更等の可能性

があります。その都度教区ホームページ等でお知らせいたしますので、ご注意くださいますようお

願いいたします。 

▲第１期第３回 聞法伝道塾（主催：聞法伝道塾） 

 日  時：６月１８日（土）～１９日（日） 

会  場：教区同朋会館（姫路） 

 

▲長島愛生園交流会（主催：社会問題部門ハンセン病療養所交流部会） 

 日  時：６月２１日（火）午後１時１５分～午後３時頃 

会  場：長島愛生園真宗会館（岡山県瀬戸内市邑久町虫明） 

講  師：齊藤 鉄也 氏 （美作組教福寺衆徒） 

※どなたでもご参加いただけます。参加希望の方は教務所までお知らせください。 

 

▲坊守会基礎講座（主催：教区坊守会） 

日  時：６月２３日（木）午後１時１５分～ 

会  場：教区同朋会館（姫路）講堂 

講  師：寺本 智真 教区駐在教導 

内  容：仏教学 

 

▲広島別院非核非戦法会（主催：広島別院） 

日  時：７月６日（水）午後２時～午後４時３０分 

会  場：広島別院明信院 

講  師：宍戸 大觀 氏（安芸南組龍善寺） 

※詳細は同封のチラシをご覧ください。 

 

▲聖教学習会（主催：教学・研修部門） 

日  時：７月２６日（火）午後２時～午後５時（受付：午後１時３０分～） 

会  場：本 会 場 教区同朋会館（姫路） 

リモート会場 教区同朋会館（広島） 

講  師：梶原 敬一 氏（姫路第一病院小児科部長・真宗大谷派僧侶） 

内  容：『入出二門偈頌文』 

聴 講 料：５００円 

教区同朋会館・別院にお

越しの際は、必ずマスク

の着用をお願いします。 


